
 

（第２号様式）   
令和６年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立中央農業高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月５日実施） 

総合評価（３月 21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の意欲を

高める新たな教

育 課 程 を 編 成

し、確かな学力

及び農業に関す

る専門性の向上

を図る。 

 

 

 

 

 

 

②生徒の主体的

な行動を促し、

生徒会活動や農

業クラブの活動

を充実させる。 

 

①4 年間の目標の達

成年度として、１人

1 台端末を活用した

教育課程の運用・展

開について検証す

る。また、全教科に

おいて問題解決型学

習習得のための授業

展開を進める。 

 

 

 

 

②農業クラブ活動で

プロジェクト学習法

を習得し、課題解決

能力の向上を目指

す。 

①1 人 1 台端末を活用

し、各教科の目標を明

確に提示した上、生徒

がその目標達成に向け

て自ら振り返り、考え

る授業を展開すること

ができる、研修等の工

夫を行う。また、授業

観察での振り返りを活

用し、授業改善するこ

とを通じて、生徒の問

題解決能力習得を図る

機運を高める。 

②農業科目でのプロジ

ェクト学習法の定着か

ら農ク専門研究部での

応用研究に発展させる

ため、指導者及び生徒

のモチベーションを向

上させることを行う。 

①生徒が自ら考え、

主体的に取り組む授

業を展開することが

できたか。また、授

業力向上のための職

員研修を適切な時期

に行うことができた

か。 

 

 

 

 

 

②コロナウイルス感

染症対策を講じた上

に、活動実績をあげ

ることができたか。 

①1人1台端末を活用した

授業実践の公開や研修等

により、端末を積極的に

活用しようとする意識が

浸透した。計画的に目的

に見合った端末を位置づ

けることで、有効活用す

るタイミングを精査する

ことができた。 

 

 

 

 

②学校行事や大会並びに

農業クラブの各競技はほ

ぼコロナ以前の体制にな

り、積極的に活動が再開

され様々な大会で練習の

成果を発揮し入賞を果た

した。 

①職員研修として、特

定の教科だけでなく、

幅広い実践例を紹介す

る必要がある。1人1台

端末活用について学校

としての目標を明確に

するとともに、生徒対

象のアンケートを実施

してニーズや課題を把

握する機会を設ける予

定である。 

 

 

②コロナ禍で、生徒の

活動が縮小し、部活動

等の活動低迷及び部員

数減となっているた

め、在校生や、新入生

に対してＰＲ活動をす

る。 

①1 人１台端末の授業へ
の導入・活用されている
ことは素晴らしい。しか
し、それに伴う教科や個
人の負荷も大きくなって
いる。また、国が進める
データサイエンスやＡＩ
は避けて通れないため、
模索しながら進めてもら
いたい。 
 
 
 
 
 
②学校行事・農業クラブ
等の活動がコロナ禍以前
の活動に戻りつつ活動の
成果が発揮できてきた。
しかし、その質及び量は
以前と比較して戻らない
ケースが見られるため、
アクティビティを高める
よう働きかけてもらいた
い。  

①１人１台端末の導
入・活用が積極的に
なされていることは
評価できる。今後
は、引き続き職員全
体の習熟度を上げる
ことが課題となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②コロナ禍以前の活
動に戻りつつ活動の
成果が発揮できてき
た。しかし、生徒の
部活動離れが広がっ
ている点は残念であ
る。新たな生徒活動
の方策を模索する必
要がある。 

①特定の教科にお
ける活用は目を見
張 る も の が あ る
が、幅広く活用す
るための具体的な
活用に向けた研修
を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動等の活動
低迷及び部員数減
の対策を講じると
ともに、各教科に
おいてプロジェク
ト学習法の習得を
勧め課題解決能力
のさらなる向上を
目指す。 

２ 
生徒指導・
支援 

①基本的な生活

習慣を確立・定

着させるととも

に、規範意識の

醸成を図り、部

活動を活性化さ

せ、豊かな人間

性、社会性を育

む。 

②インクルーシ

ブ教育の視点に

たった生徒一人

ひとりの個性や

状況に応じた生

徒指導、支援体

制 の 充 実 を 図

る。 

①挨拶の励行や新た

な生活様式の指導を

通して、基本的な生

活習慣の確立と自己

管理能力の定着を図

るとともに、4 年間

の目標の達成年度と

して検証する。 

 

②インクルーシブ教

育の視点にたった生

徒一人ひとりの個性

や状況に応じた生徒

指導、支援体制の充

実を図る。 

①新たな生活様式の確

立と、時間を意識した

自己管理能力の定着の

両立を目指し登校指導

や SHR を活用する。 

 

 

 

 

②生徒支援体制の充実

に向け、教育相談や三

者面談、各学科会議等

を活用し、生徒理解を

進める。また、SC・

SSW と情報共有しなが

ら生徒の現状を把握

し、支援する。えびな

支援学校のセンター的

機能を活用する等、

個々の教育相談の機会

と充実を図る。 

①健康観察の習慣を

つけることができた

か。また、登校指導

や声掛けを通して生

徒の遅刻等の状況が

改善されたか。 

 

 

 

②生徒支援体制を軸

にした教育相談にお

ける実施状況、生徒

情報の共有が機能し

たか。えびな支援学

校との連携活動の実

施回数はどうだった

か。 

 

 

①登校指導を週３回実施

し、生徒への声掛けを行

うことにより、遅刻や自

転車事故防止など自己管

理能力の向上を図ること

ができた。 

 

 

 

②組織的な生徒支援体制

を構築した結果、昨年よ

り詳細に生徒情報の共有

を行うことができた。ま

た、サポートドックの結

果を活用し、声なき悩み

に対して支援することが

できた。えびな支援学校

とも引き続き連携を実施

し、解決に向け協力体制

を築くことができた。 

①生徒の服装指導に関

して共通認識が持てる

よう担任だけでなく、

教科担当とも協力し合

い、全校あげての指導

体制としていきたい。 

 

 

 

②サポートドックなど

に当たっては計画的に

実施することで、SC･

SSW の活用を有効に進

める必要がある。 

えびな支援学校及び教

育センターの教育相談

等とさらに連携を深め

支援が必要な生徒の支

援体制を早い段階で具

体的に進めていく。 

①登校指導及び声掛け、
遅刻や自転車事故等の自
己管理の向上は、手間と
時間がかかるが着実に結
果が得られている。引き
続きお願いしたい。 
 
 
 
 
 
②えびな支援学校との連
携について、上手く支援
体制が構築できている。
今後も細かな支援できる
ようお願いしたい。サポ
ートドックの結果を活用
し、声なき悩みに対して
支援することができてい
る。しかし、本人や保護
者が支援を望まない場合
の対応について確認を願
いたい。 

①生徒の自己管理能
力向上に向けて学校
全体で登校指導等に
取組んでいることは
評価できる。服装指
導に関する共通認識
を図ることが課題と
なる。 
 
 
 
②サポートドックの
結果を活用し、声な
き悩みに対して支援
することができたこ
とは、ＳＣやＳＳ
Ｗ、またえびな支援
学校等と上手くサポ
ート体制が構築され
ていると評価する。
今後も生徒個々に細
かな支援ができるよ
うにしていくことが
課題となる。 

①自己管理能力の
向上に向けて、継
続した指導を行う
とともに、基本的
生活習慣の確立と
自己管理能力の定
着を図る。 
 
 
 
 
②今年度からすす
めた教育相談コー
ディネーターを中
心とした支援体制
を さ ら に 充 実 さ
せ、えびな支援や
総合教育センター
等の外部機関とも
連携し、課題のあ
る生徒に対する支
援 体 制 を 構 築 す
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月５日実施） 

総合評価（３月 21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①体験的学習を

重 視 し 、 勤 労

観・職業観を育

成し、進路指導

の充実を図る。 

 

 

 

②社会的自立に

向けた教育の充

実に取り組む。 

 

①勤労観・職業観を

育成するため、従来

の方策に感染症防止

策を盛り込み活動の

継続を図る。 

 

 

 

②生徒一人ひとりの

進路実現に向けた進

路説明会・進路別ガ

イダンスを計画的に

行う。 

①勤労観・職業観の意

識向上を目指し、協力

企業へのアプローチや

生徒の事前指導を徹底

し、新しい生活様式に

おいて体験できる体制

を構築する。 

 

②面談等を通じて生徒

一人ひとりの進路希望

を把握し、実現に向け

たサポートを全職員で

実施する。 

①農業体験活動やイ

ンターンシップ活動

等への参加者が増加

したか。 

 

 

 

 

②個別に丁寧な進路

指導を行い、生徒の

希望どおりの進路実

現が図れたか。進路

別説明会が計画どお

り実施できたか。 

①企業や実習先と連携を

図り、充実した活動がで

きた。インターンシップ

への参加者は昨年と変化

はなかったが農業体験活

動への参加者が 15 名と大

幅に増加した。説明会は

予定通り５回実施した。 

②生徒の希望に沿った進

路実現が図れた。昨年度

より放課後や LHR を通し

て進路ガイダンス等を増

やし、充実した進路指導

ができた。 

①受入企業・実習先も

増え、生徒の参加者が

増えてきているので、

より一層企業や実習先

と連携を図り、充実し

た活動をしていく。単

位認定者も増え、継続

して指導していく。 

②就職希望者全員が内

定、大学進学実績も２

年連続増加している。

この状況を継続してい

くためにより一層きめ

細やかな指導が必要で

ある。 

①農業・企業の体験学習

の参加者も増加し、受入

れ企業や実習先との連

携・指導体制が着実に強

化されている。今後も継

続した指導を望む。 

 

 

②就職希望者の全員内

定、大学進学実績も向上

しており、支援体制がう

まく機能しているものと

考える。今後も最新の指

導を望む。 

①インターンシップ
への参加者は変化な
かったが農業体験活
動への参加者は大幅
に増加し、指導体制
が着実に強化されて
いる点は評価でき
る。今後も継続した
い。 
②生徒の希望に沿っ
た進路指導を行った
結果就職・進学とも
に充実した進路指導
ができたことは評価
できる。今後もきめ
細かい指導を継続す
る。 

①農業体験活動や
インターンシップ
活動等への参加者
の増加に伴う担当
者の負担を考慮し
複数配置や巡回指
導体制を再構築す
る。 
 
②継続して、多様
化する生徒の進路
希望に対応するた
め、個別に丁寧な
進路指導と進路ガ
イダンスの充実を
進めていく。 

４ 
地域等との
協働 

①学校の教育力

（農業）を活か

し、地域との協

働・連携を一層

強化する。 

 

 

 

 

 

②えびな支援学

校との連携・交

流を通して、イ

ンクルーシブ教

育 の 推 進 を 図

り、いのちや人

権を尊重する精

神を育む。 

①産業界との連携を

進め、農業教育を活

かした本校の活動を

地域に発信し、コロ

ナ禍以前の地域との

協働活動を推進する

とともに、4 年間の

目標の達成年度とし

て、検証する。 

 

②えびな支援学校と

の連携・交流を様々

な場面で行い、イン

クルーシブ教育への

理解を深める。 

 

①デュアルシステムや

インターンシップ、農

業体験、農業クラブ校

外活動を積極的に進め

実践させることによ

り、地域や社会の発展

を支える意識と態度を

身につけさせる。 

 

 

②えびな支援学校と連

携して、農業クラブを

中心に動植物との触れ

合いを通してインクル

ーシブ教育を深める活

動を展開する。 

①地域からの要望を

踏まえつつ、コロナ

禍以前の地域との連

携・協働活動に近づ

けたか。令和４年度

実績を上回ることが

できたか。 

 

 

 

②えびな支援学校と

の連携・交流を通し

て、参加した生徒の

意識が変容したか。 

 

①今年度は、文化祭や販

売実習等で一般の方の来

場を再開した。対面以外

に、リモート併用型の行

事が増えたため、農業ク

ラブ活動をはじめとする

教育活動が昨年度よりも

充実した展開が可能とな

った。 

 

②科目「福祉と農業」の

みならず、科目「課題研

究」において農福連携授

業を展開し、参加生徒の

意識の変容がみられ、イ

ンクルーシブ教育の推進

を行うことができた。 

①より充実した農業の

教育力を活かすため

に、さらに広く地域と

の協働や連携を図り、

地域社会の発展を支え

ているという意識の改

革や態度を身に付ける

ことができるよう発展

的に積み重ねる必要が

ある。 

②科目「福祉と農業」

が最終年度となるた

め、次年度以降継続し

て連携授業ができるよ

うに連絡調整を密にし

ていく必要がある。交

流後の意識アンケート

をとることができず、

次年度以降の課題とな

った。 

①コロナ禍以前の地域と

の連携・協働状況や農業

体験などの活動に近づき

つつあり、また、対面以

外にもリモート併用でむ

しろ充実した形も実現で

きており評価される。 

 

 

 

②農福連携授業により、

えびな支援学校との連

携・交流を通して、生徒

の意識改革が見られ成果

を見た。継続して交流を

望む。 

①コロナ禍以前の地
域との連携・協働状
況や農業体験などの
活動に戻りつつある
点は期待できる。今
後は連携活動の文化
が途切れたところの
修復及び発展に向け
た活動を進めていく
ことが課題となる。 
 
 
②農福連携授業によ
り、えびな支援学校
との連携・交流を通
して、生徒の意識改
革が見られた点は評
価できる。今後はア
ンケート等の振り返
りを行い客観的な改
善点に向けた取り組
みが課題となる。 

①地域との協働・
連携活動を進める
にあたりコロナ禍
で途切れた文化の
立 て 直 し に む け
て、職員及び生徒
がともに活動範囲
や方法について模
索 し 、 進 め て い
く。 
 
 
②科目「福祉と農
業」が終了するた
め、継続して連携
授業や農業クラブ
を活用した新たな
連携体制を構築す
るため連絡調整を
密にしていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校施設環境

を 整 備 し 、 防

災・防犯意識を

高め安全教育を

充実させる。 

 

 

 

 

②事故・不祥事

防止の徹底を図

り、信頼される

学校づくりを推

進する。 

 

①学校施設環境の整

備と大規模災害を想

定した避難訓練や安

全教育の充実を図り

防災意識を高めると

ともに、4 年間の目

標の達成年度とし

て、検証する。 

 

②風通しの良い職場

づくりを意識し、事

故・不祥事防止の徹

底を図る。 

①安心で快適な学習施

設環境を整備し、災害

時における行動指針や

連絡環境を整備・確認

する。また、実験・実

習において農作業器具

等の取扱基準を順守

し、事故をゼロにする

よう取り組む。 

②業務の方針や進め方

について情報共有を行

い、特定の人に業務が

集中することがないよ

う意見聴取等を行い問

題点を洗い出し改善点

を提示する。 

①安全・安心な学習

環境の整備が行えた

か。また、実験や実

習での事故防止がで

きたか。避難訓練等

の実施後アンケート

により意識向上が見

られたか。 

 

②業務の見直しや業

務分担が明確にされ

たか。分掌・グルー

プ業務が計画どおり

実施できたか。 

①実験・実習における農

器具等による事故は確認

されなかった。集団下校

班別避難訓練を実施し防

災意識を高める機会とな

った。 

 

 

 

②情報管理システム管理

部門を学習支援グループ

内で独立させるなど各グ

ループにおいて効率的な

業務分担を実施した。 

①避難訓練後の意識調

査は実施していない

が、引続き防災意識向

上のため定期的な訓練

を実施していく。 

実施後アンケートをと

ることができず、次年

度以降の課題となっ

た。 

②各グループ・分掌業

務において、さらに業

務改善を進められるよ

う検証し改善を目指す

必要がある。 

①実習・実験・授業での

ケガなどなく出来た。避

難訓練・防災意識の維

持・向上のため、引き続

き訓練の定期的な実施と

来年度以降に生徒へアン

ケートによる確認を願

う。 
 
②業務の見直し・業務分
担が明確にされた。来期
はさらに職場における情
報共有とともに、ＤＸ化
の推進等も進めていただ
きたい。 

①防災意識の維持向
上のため集団下校班
別避難訓練を実施す
るなど安全教育の充
実を図れている。今
後は継続した訓練と
意識向上に向けたア
ンケートの実施が課
題となる。 
 
②情報管理システム
管理部門を独立させ
るなど各グループ業
務の改善を実施した
点は評価できる。職
場における情報共有
と業務改善をさらに
すすめる。 

①安全・安心な学
校生活の実現に向
けて、防災意識の
向上とともに、老
朽化した施設・設
備を整備し、生徒
の学習環境整備と
事 故 防 止 に 努 め
る。 
 
②定期的な業務の
見直しや組織とし
て適切な情報共有
と協力体制をとり
働き方改革につな
げる。 



 

 


